
【日時】 2018年7月19日（木）
15：00〜17：30 （14：30受付開始）
※セミナー終了後、名刺交換会実施予定

【場所】 りそなグループ大阪本社 地下講堂
（大阪市中央区備後町2-2-1）

【定員】 200名 (定員になり次第締め切らせていただきます。）

SDGs時代のビジネス
企業の社会的責任と調達

〜ビジネスチャンスを逃さないための責任ある調達対応セミナー〜

SDGs時代には、経済的価値と社会的価値をともに創造することが重要です。知ればチャンス！知らぬはリスク！
半歩先⾏く対応が、皆様のビジネスにきっと成⻑をもたらすものと期待しています。

(準備申請中含む)

※1：第32回オリンピック競技大会（2020／東京） 、東京2020パラリンピック競技大会

※2：グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン

（公財）東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会
持続可能性部 課⻑

（一財）電気安全環境研究所 総務部CSR担当部⻑ （兼 関⻄事業所副所⻑）

田和 正裕氏
JICA関⻄国際センター

次⻑

後藤 健太氏
関⻄大学経済学部

教授

浦田 幸生氏
株式会社アシックス

ＣＳＲ統括部

真次 成昌氏
株式会社ノーリツ

資材購買部

下村 委津子氏
認定ＮＰＯ法人
環境市⺠ 理事

（モデレーター）

参加費
無料

主催： 関⻄ＳＤＧｓプラットフォーム、
一般社団法人グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン

特別協⼒： 大阪府、近畿経済産業局
協⼒： りそなグループ (りそな銀⾏・近畿大阪銀⾏・関⻄アーバン銀⾏・みなと銀⾏)
後援： 関⻄経済連合会、関⻄ＮＧＯ協議会、国際労働機関(ILO)駐日事務所、関⻄広域連合、

ＪＥＩＴＡ関⻄⽀部、大阪商工会議所、大阪市、ＪＩＣＡ関⻄
企画協⼒： 一般財団法人電気安全環境研究所(ＪＥＴ)

〜パネルディスカッション〜
テーマ：ＣＳＲ調達の現状と課題

●お問い合わせ●
TEL 078-261-0384
JICA関⻄
担当：近江（おおみ）

講師： 日比野 佑亮 氏

講師： 桑原 崇 氏

＜東京2020大会※１ 持続可能性に配慮した調達コード＞

＜ＧＣＮＪ※２版 ＣＳＲ調達お役⽴ちツールのご紹介＞

〜ＣＳＲ調達事例紹介〜

(申請準備中含む)



<日時> 2018年7月19日（木）
15：00〜17：30 （14：30受付開始）

※セミナー終了後、名刺交換会実施予定
<場所> りそなグループ大阪本社 地下講堂

（大阪市中央区備後町2丁目2番1号）
地下鉄堺筋線・中央線「堺筋本町駅」（17出口）徒歩2分
地下鉄御堂筋線「本町駅」（3出口）徒歩6分

※会場内は飲食禁止、全面禁煙となっております。
※座席スペースの確保のため、⾞椅⼦でご来場の⽅は事前にご連絡下さい。

成熟社会のビジネスにおいては、グローバルレベルでのサプライチェーン管理があたりまえに求めら
れていますが、昨今のESG投資の活性化等を受け、この問題は、すでに大企業だけの課題ではなくなってきてい
ます。

今回は、中堅・中小企業のビジネスや自治体の活動にも、近い将来必ず影響を及ぼすであろう「責任ある調達
（CSR調達）」について、パネルディスカッションを通じて、様々な⽴場からの意⾒をご紹介します。

また、実事例として、「東京2020 オリンピック・パラリンピック競技大会：持続可能性に配慮した調達コー
ド」や、実務担当者へのお役⽴ちツールのご紹介なども⾏います。

SDGs時代には、経済的価値と社会的価値をともに創造することが重要です。
知ればチャンス！知らぬはリスク！
半歩先⾏く対応が、皆様のビジネスにきっと成⻑をもたらすものと期待しています。

パネリスト紹介

講師紹介

後藤 健太：
関⻄大学経済学部教授、アジア太平洋研究所主席研究員。慶應義塾大学卒業後、伊藤忠商事入社。その後国連開発計画（UNDP）、国際労働機
関（ILO）などをへて、現職。ハーバード大修士、京都大博士。
浦田 幸生：
株式会社アシックスＣＳＲ統括部。1989年株式会社アシックス入社。広報本部配属。2007年からＣＳＲ推進チーム（現ＣＳＲ・サステナビ
リティ部）。現在に至る。主な担当分野は、生産委託先工場での労働と人権。
下村 委津子：
認定NPO法人環境市⺠理事、フリーランスアナウンサーとして持続可能なまちづくりや環境番組の企画や放送に携わる。持続可能な開発のた
めの教育推進会議（ESD-J）理事、FEE Japan理事、龍⾕大学政策学部非常勤講師。
真次 成昌：
株式会社ノーリツ資材購買部。 1999年株式会社ノーリツ入社。エレク設計等を経て、2011年から本社資材購買部。現在に至る。社内外の指
令書発⾏、CSR調達推進に従事。2014年よりGCNJ-SC分科会メンバー。
田和 正裕：
国際協⼒機構（JICA）関⻄国際センター次⻑・神⼾大学客員教授（兼務）。1990年国際協⼒事業団（現国際協⼒機構）入団。インドネシア事
務所駐在、名古屋大学大学院環境学研究科特任教授の後、JICA企画部参事役（開発課題担当）、農村開発部次⻑を経て現職。

桑原 崇：
GCNJサプライチェーン分科会関⻄普及担当、GCの社内浸透研究分科会
幹事。法的義務としての製品安全対応だけでなく、CSRを意識した調達
対応の普及・裾野拡大に向け、積極的な啓発活動を⾏っている。

日比野 佑亮：
林野庁で国有林材の販売や森林組合の指導業務などを担当。2016年
1月に東京2020組織委員会へ派遣。「持続可能性に配慮した調達
コード」の策定を担当。

ふりがな 所 属(お勤め先・学校等)

お 名 前

電話番号 FAX番号

E-mail

※申込書にご記入いただく個人情報は、セミナーに関する事前・事後の諸手続きにのみ使用いたします。

セミナー申込書セミナー申込書セミナー申込書セミナー申込書

関西ＳＤＧｓプラットフォーム事務局 (JICA関西内：近江) FAX 078-261-0357 E-mail：jicaksic-renkei@jica.go.jp
※ メールでお申し込みの場合、件名を「責任ある調達対応セミナー参加希望」 としてください。

※必ず連絡のつくメールアドレス、電話番号をご記入ください。事前に確認のため、ご連絡することがございます。



（当日配布用）

本日のスケジュール本日のスケジュール本日のスケジュール本日のスケジュール

セミナー修了後、会場隣のレセプションルームセミナー修了後、会場隣のレセプションルームセミナー修了後、会場隣のレセプションルームセミナー修了後、会場隣のレセプションルームにて、名刺交換会を行います。にて、名刺交換会を行います。にて、名刺交換会を行います。にて、名刺交換会を行います。

登壇者も参加予定ですので、お時間登壇者も参加予定ですので、お時間登壇者も参加予定ですので、お時間登壇者も参加予定ですので、お時間のある方のある方のある方のある方は是非ご参加下さい。は是非ご参加下さい。は是非ご参加下さい。は是非ご参加下さい。

【【【【第１部第１部第１部第１部】】】】１５：０５－１６：１０１５：０５－１６：１０１５：０５－１６：１０１５：０５－１６：１０ パネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッション

【【【【第２部第２部第２部第２部】】】】１６：２５－１７：０５１６：２５－１７：０５１６：２５－１７：０５１６：２５－１７：０５ ～ＣＳＲ調達事例紹介～～ＣＳＲ調達事例紹介～～ＣＳＲ調達事例紹介～～ＣＳＲ調達事例紹介～

『『『『CSR調達事例紹介：東京2020大会持続可能性に配慮した調達コード』』』』

１７：０５－１７：２５１７：０５－１７：２５１７：０５－１７：２５１７：０５－１７：２５ ～ＣＳＲ調達事例紹介～～ＣＳＲ調達事例紹介～～ＣＳＲ調達事例紹介～～ＣＳＲ調達事例紹介～

『『『『GCNJ版：CSR調達お役立ちツールのご紹介』』』』

講師：(公財)東京オリンピック・パラリンピック競技大会 組織委員会 持続可能性部 課長

講師：一般財団法人電気安全環境研究所 総務部CSR担当部長 （兼 関西事業所副所長）

【【【【閉会挨拶閉会挨拶閉会挨拶閉会挨拶】】】】１７：２５－１７：３０１７：２５－１７：３０１７：２５－１７：３０１７：２５－１７：３０

関西SDGsプラットフォーム顧問 池田博之（関西経済同友会代表幹事・りそな銀行副会長）

田和田和田和田和 正裕氏正裕氏正裕氏正裕氏

後藤後藤後藤後藤 健太氏健太氏健太氏健太氏
浦田浦田浦田浦田 幸生氏幸生氏幸生氏幸生氏

モデレーター

パネリスト

株式会社アシックスＣＳＲ統括部。

1989年株式会社アシックス入社。

広報本部配属。

2007年からＣＳＲ推進チーム

（現ＣＳＲ・サステナビリティ部）

現在に至る。

主な担当分野は、

生産委託先工場での労働と人権。

関西大学経済学部教授、

アジア太平洋研究所主席研究員。

慶應義塾大学卒業後、

伊藤忠商事入社。

その後

国連開発計画（UNDP）、

国際労働機関（ILO）

などをへて、現職。

ハーバード大修士、京都大博士。

株式会社ノーリツ資材購買部。

1999年株式会社ノーリツ入社。

エレク設計等を経て

2011年から本社資材購買部。

現在に至る。

社内外の指令書発行、

CSR調達推進に従事。

2014年より

GCNJ-SC分科会メンバー。

真次真次真次真次 成昌氏成昌氏成昌氏成昌氏
下村下村下村下村 委津子氏委津子氏委津子氏委津子氏

国際協力機構（JICA）

関西国際センター次長・

神戸大学客員教授（兼務）。

1990年国際協力事業団

（現国際協力機構）入団。

インドネシア事務所駐在、

名古屋大学大学院環境学

研究科特任教授の後、

JICA企画部参事役

（開発課題担当）、

農村開発部次長を経て現職。

認定NPO法人環境市民理事、

フリーランスアナウンサーとして

持続可能なまちづくりや

環境番組の企画や

放送に携わる。

持続可能な開発のための

教育推進会議（ESD-J）理事、

FEE Japan理事、

龍谷大学政策学部非常勤講師。

林野庁で国有林材の販売や森林組合の指導業務などを担当。

2016年1月に東京2020組織委員会へ派遣。

「持続可能性に配慮した調達コード」の策定を担当。

日比野 佑亮

桑原 崇

GCNJサプライチェーン分科会関西普及担当、GCの社内浸透研究分科会幹事。

法的義務としての製品安全対応だけでなく、CSRを意識した調達対応の

普及・裾野拡大に向け、積極的な啓発活動を行っている。

１５分休憩１５分休憩１５分休憩１５分休憩

【【【【開会挨拶開会挨拶開会挨拶開会挨拶】】】】１５：００－１５：０５１５：００－１５：０５１５：００－１５：０５１５：００－１５：０５

関西SDGsプラットフォーム事務局 / JICA関西 所長 西野 恭子

ＧＣＮＪサプライチェーン分科会幹事 村澤 佐保里 (極東開発工業)

『CSR調達の現状と課題』


